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原子力防災資機材等の保管場所の一時的な変更に係る復旧対応の遅れについて 

原子力科学研究所において、令和 2 年 4 月 13 日に発生した暴風雨の影響で、原子力事

業者防災業務計画に基づく一部の原子力防災資機材及びその他の原子力防災資機材の保管

場所としていた防護隊待機所の屋根が破損し、建家内に雨水が浸入する事案が発生しまし

た。 

当該事案の発生により、令和 2 年 4 月 14 日付けで防護隊待機所の屋根の復旧工事が完

了するまでの間、原子力事業者防災業務計画に基づく原子力防災資機材及びその他の原子

力防災資機材の保管場所を一時的に変更して運用することを連絡いたしましたが、新型コ

ロナウィルスの緊急事態宣言のもとで、復旧が進まず、現時点におきまして復旧には至っ

ておりません。 

つきましては、原子力防災資機材及びその他の原子力防災資機材の保管場所を一時的に

変更して運用する期間を下記のとおり延長することとします。なお、緊急時の運用上の支

障はありません。 

記 

１．運用期間 

令和 2 年 4 月 14 日から復旧工事が完了するまでの間（4 か月程度） 

２．保管場所の一時的な移転先 

（現在の保管場所） 一時的な移転先 

場所 防護隊待機所 緊急時対策所 

広さ 約 140 ㎡ 約 464.1 ㎡ 

備考 道路に隣接（駐車場所有り） 道路に隣接（駐車場所有り） 

以上 



参考資料１ 

・原子力防災資機材の一覧表＜原子力科学研究所原子力事業者防災業務計画より抜粋＞ 

 

※防護隊待機所に保管している原子力防災資機材を緊急時対策所へ一時的に変更する。 



参考資料２ 

・原子力防災資機材の保管場所＜原子力科学研究所原子力事業者防災業務計画より抜粋＞ 

 

 

 


